
令和7年4月22日（火）　9時55分 ～ 10時49分
全員協議会室
恩道正博 委員長、西尾雄次 副委員長
中村　聡、磯貝幸博、中川　達、南　守雄
（なし）
七田満男 議長
（なし）
山崎 副町長、松井 総務部長、北野 総務部担当部長（欠席）、上前 都市整備
部長、宮本 都市整備部担当部長、重島 消防長、渡辺 総務課長、安下 総務課
担当課長、吉田 税務課長、北 財政課長、奥田 企画課長、法利 企画課担当課
長、石垣 地域産業振興課長、四月朔日 都市建設課長、宮崎 上下水道課長、
中本 消防署長、平松 消防課長、長谷川 会計課長

堀川 議会事務局長、川端 事務局次長兼参事

（１）執行部からの報告事項
・派遣職員の受入について

能登半島地震からの復旧・復興事業に対応するため、地方自治法の規定
に基づき、４月より県外の自治体から応援職員６名を受入中。職員の人
件費については内灘町が負担し、後に実績額の８割が特別交付税により
財政措置される。

・令和６年度補正予算（令和７年３月３１日付専決）
一般会計および各特別会計の事業費の確定等に伴う補正予算の専決処分
を、３月３１日付けで実施した。来月開催予定の５月会議にて、専決処
分の承認を求める議案を上程する。

・第３７回世界の凧の祭典について
５月１１日（日）に内灘海水浴場特設会場にて開催し、前日の１０日
（土）には、蓮湖渚公園にて自由凧揚げを実施する。

【委員】
参加しない町会がある。

【説明員】
背景として、町会および日本海内灘砂丘凧の会のメンバーの高齢化や人
手不足などがあり、今後どのような対策ができるか検討したい。
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・第４４回 内灘町海浜美化清掃について
５月２５日（日）午前８時から実施。区域は室地区海岸を除く内灘海岸
全域。

・第六次 内灘町総合計画について
人口減少の克服等に向け、第六次内灘町総合計画では、総合戦略を包含
する一体的な計画として策定する。

・令和６年度　内灘町土地開発公社の保有地について
令和６年度中は、アカシア向粟崎２号線用地、内灘町消防団第１分団格
納庫用地で保有地の増減があった。

【委員】
事業化のめどの立たない道路については計画を見直さないのか。

【説明員】
社会情勢の変化に応じて、計画道路の幅員を減少するなどの見直しを
行っており、今後も必要と判断されれば、計画を見直したい。

・蓮湖渚公園の利用について
公費解体の実施に伴い、利用を日曜日に限定しているが、進入路や駐車
場を区切り、平日も公園を利用できるように計画している。実施時期に
ついては、公費解体との協議など、計画がまとまり次第、仮設道路の整
備に着手したい。

（２）その他
・災害復旧・復興に関する地区説明会の日程について

５月２０日（火）から２４日（土）にかけて、今後のスケジュールや土
地境界、液状化対策等に関する説明を各地区で行う。

【委員】
能登半島地震に係る復興支援交付金について、液状化による甚大な被害
のあった内灘町に対し、交付額の上乗せを強く県に要望すべき。

【説明員】
知事と首長との意見交換会の場においても要望しており、今後も県に対
し強く働きかけていきたい。

（以上）
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